
第１回 災害時における救急業務のあり方に関する作業部会 
次 第 

 
日時：平成２３年 ７月 ６日（水） 

１４時００分～１６時００分 

場所：法曹会館 富士の間 

 

１ 開 会 

 

２ あいさつ 

  消防庁審議官  濵田 敏彰 

 

３ 委員紹介 

 

 

４ 検討課題 

（１）救急搬送体制の強化について 

（２）救急救命士の処置範囲 

（３）被災地までの移動手段 

（４）消防と医療の連携 

（５）消防防災ヘリとドクターヘリ等との連携 

（６）その他 

 

５ 閉 会 

 

【配布資料】 

資料１ 災害時における救急業務のあり方に関する作業部会 資料 

  別紙１ 東日本大震災における救急出動等に関する調査 

別紙２ 被災地消防本部に対する調査（案） 

資料２ ＤＭＡＴとは（小井土委員提出） 

資料３ 東日本大震災におけるＪＭＡＴ活動について（石井委員提出） 

資料４ ドクターヘリについて（篠田委員提出） 

参考資料１ 「救急救命士の特定行為の取扱いについて」（平成 23 年 3 月 17 

日付各都道府県消防防災主管部（局）長あて消防庁救急企画室長

通知） 

参考資料２ 「大規模災害時における救急救命士の特定行為に関するプロトコ

ール及び指示体制等について」（平成 23 年 3 月 28 日付各都道府

県消防防災主管部（局）長あて消防庁救急企画室長通知） 



災害時における救急業務のあり方に関する作業部会構成員 
                      （五十音順、○印は部会長） 

 
浅利  靖  （弘前大学大学院医学研究科救急・災害医学教授 

弘前大学医学部附属病院高度救命救急センター長） 

 

東  洋昭  （神戸市消防局警防部警防課長） 

 

石井 正三  （日本医師会常任理事） 

 

氏家  勝  （仙台市消防局警防部救急課長）  

 

大友 康裕  （東京医科歯科大学救急災害医学分野教授） 

 

岡本 征仁  （札幌市消防局警防部救急課長） 

 

小野寺 文也 （岩手県総務部総合防災室防災消防課長）  

 

小井土 雄一 （災害医療センター臨床研究部長、救命救急センター部長） 

 

篠田 伸夫  （救急ヘリ病院ネットワーク(HEM-Net)副理事長） 

 

竹内 栄一  （東京都福祉保健局医療政策部災害担当課長）  

 

野沢 浩二  （宮古地区広域行政組合消防本部消防長） 

 

畠山  晋  （東京消防庁救急部副参事）   

 

早川 達也  （聖隷三方原病院救命救急センター長、臨床研修センター長） 

 

三宅 康史  （昭和大学医学部救急医学准教授） 

 

○山口 芳裕  （杏林大学医学部救急医学教授） 

 

渡邉 仁次  （千葉市消防局警防部警防課長）  

   

オブザーバー 

 

 岩城 昌也  （厚生労働省医政局指導課 

救急・周産期医療等対策室災害医療対策専門官） 

 

奥山 久永  （防衛省運用企画局事態対処課国民保護・災害対策室防衛部員） 

   

佐藤 栄一  （厚生労働省医政局指導課 

救急・周産期医療等対策室救急医療専門官） 

 

山本  慶  （海上保安庁警備救難部救難課専門官） 
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121 271 32 204 1

444 264 513 325 35 429 129

551 389 424 378 265 439 270

669 398 843 381 338 437 299

215 668 396 190 915 319 341 437 361

333 604 329 313 737 389 347 443 306 102

453 27 30 687 345 330 1359 501 12 379 475 369 394

430 4 262 26 137 674 299 351 1254 455 62 386 425 329 462 90

630 215 371 45 323 274 981 340 357 954 508 98 387 402 378 563 285

1205 352 411 289 371 523 305 1133 280 272 26 965 453 126 847 384 429 21 14 359 592 295

121 271 32 204 1

444 264 513 325 35 429 129

551 389 424 378 265 439 270

669 398 843 381 338 437 299

215 668 396 190 915 319 341 437 361

333 604 329 313 737 389 347 443 306 102

453 27 30 687 345 330 1359 501 12 379 475 369 394

430 4 262 26 137 674 299 351 1254 455 62 386 425 329 462 90

630 215 371 45 323 274 981 340 357 954 508 98 387 402 378 563 285

1205 352 411 289 371 523 305 1133 280 272 26 965 453 126 847 384 429 21 14 359 592 295
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東日本大震災に関する救急出動等に関する調査について 

 

１ 東日本大震災そのものに関するもの 
 (1) 調査期間   

3 月 11 日発災後から 3月 17 日までの 1週間 

 (2) 調査対象地域  

青森県、岩手県、宮城県、福島県、茨城県及び千葉県 

 (3) 調査内容   

事故種別毎に仕分けされた出動件数、搬送人員（うち程度別） 

うち自然災害は、「地震」「津波」「それ以外」に区分して調査します。 

  (4) 調査対象消防本部 

   調査対象地域内で活動行ったすべての消防本部（管内、県内、県外、緊

 急消防援助隊）とします。

 

２ 避難所等に関するもの 
 (1) 調査期間   

3 月 11 日発災後から  6 月 10 日までの３ヵ月間

 (2) 調査対象地域 

   全国 

 (3) 調査内容 

    事故種別毎に仕分けされた出動件数、搬送人員（うち程度別）

うち自然災害は、「地震」「津波」「それ以外」に区分して調査します。 

 (4) 調査対象消防本部 

避難所等における救急活動を行ったすべての消防本部   （管内、県内、県

 外、緊急消防援助隊）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

別紙１ 



消防本部用様式３

青森県、岩手県、宮城県、福島県、茨城県及び千葉県における救急活動調べ

※　3月11日の発災後から3月17日までの期間を調査対象とします。
■　事故種別別出動件数、搬送人員調べ

▽緊急消防援助隊活動分　　活動県（　　　　　県）
1 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

0

0

軽傷 0

中等症 0

重症 0

死亡 0

その他 0

上記のうち心肺停止症例（搬送のみ） 0

▽県内応援隊活動分（県内のうち自己消防本部管轄外の活動）
1 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

0

0

軽傷 0

中等症 0

重症 0

死亡 0

その他 0

上記のうち心肺停止症例（搬送のみ） 0

▽県外応援隊活動分（緊急消防援助隊活動以外の県外応援）　活動県（　　　　　県）
1 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

0

0

軽傷 0

中等症 0

重症 0

死亡 0

その他 0

上記のうち心肺停止症例（搬送のみ） 0

▽自己消防本部隊管内活動分
1 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

0

0

軽傷 0

中等症 0

重症 0

死亡 0

その他 0

上記のうち心肺停止症例（搬送のみ） 0

１　県内応援隊活動分、自己消防本部隊管内活動分については、計上可能な範囲での対応とします。
２　緊急消防援助隊活動分、県内応援隊活動分、県外応援隊活動分については、応援側で数値を入力するものとします。
３　自然災害の区分は、「地震」「津波」「それ以外」として計上してください。

都道府県名： 消防本部名：

件数・人員／事故種別  合計

2

 火災

自然災害

 水難  交通  転院
医師
搬送

資材
搬送

その他
地震

 自損 急病

出動件数

搬送人員

それ以外
 労災  運動  一般津波  加害

件数・人員／事故種別  合計

2

 火災

自然災害

地震 津波 それ以外
その他 水難  交通  労災  運動  一般  加害  自損 急病  転院

医師
搬送

資材
搬送

出動件数

搬送人員

件数・人員／事故種別  合計

2

 火災

自然災害

地震 津波 それ以外
その他 水難  交通  労災  運動  一般  加害  自損 急病  転院

医師
搬送

資材
搬送

出動件数

搬送人員

件数・人員／事故種別  合計

2

 火災

自然災害

地震 津波 それ以外

医師
搬送

資材
搬送

その他 水難  交通  労災  運動  一般  加害

出動件数

搬送人員

 自損 急病  転院



消防本部様式４

避難所等における救急活動調べ

※　3月11日の発災後から6月10日までの期間を調査対象とする。

■　避難所関係出動件数、搬送人員調べ　3月11日発災後から3月17日まで（1週間）
1 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

0

0

軽傷 0

中等症 0

重症 0

死亡 0

その他 0

上記のうち心肺停止症例（搬送のみ） 0

■　避難所関係出動件数、搬送人員調べ　3月18日から4月10日まで（3週間）
1 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

0

0

軽傷 0

中等症 0

重症 0

死亡 0

その他 0

上記のうち心肺停止症例（搬送のみ） 0

■　避難所関係出動件数、搬送人員調べ　4月11日から5月10日まで（1か月間）
1 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

0

0

軽傷 0

中等症 0

重症 0

死亡 0

その他 0

上記のうち心肺停止症例（搬送のみ） 0

■　避難所関係出動件数、搬送人員調べ　5月11日から6月10日まで（1ヵ月間）
1 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

0

0

軽傷 0

中等症 0

重症 0

死亡 0

その他 0

上記のうち心肺停止症例（搬送のみ） 0

２　自然災害の区分は、「地震」「津波」「それ以外」として計上してください。

3月11日の発災後から6月10日までの3か月間総数
1 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

軽傷 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

中等症 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

重症 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

死亡 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

その他 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

上記のうち心肺停止症例（搬送のみ） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

都道府県名： 消防本部名：

件数・人員／事故種別  合計

2

 火災

自然災害

 水難 急病  転院
医師
搬送

資材
搬送

その他
地震 津波 それ以外

 交通  労災  運動  一般  加害  自損

出動件数

搬送人員

件数・人員／事故種別  合計

2

 火災

自然災害

地震 津波 それ以外
 自損 急病  転院

医師
搬送

資材
搬送

その他 水難  交通  労災  運動  一般  加害

出動件数

搬送人員

件数・人員／事故種別  合計

2

 火災

自然災害

地震 津波 それ以外
 自損 急病  転院

医師
搬送

資材
搬送

その他 水難  交通  労災  運動  一般  加害

出動件数

搬送人員

件数・人員／事故種別  合計

2

 火災

自然災害

地震 津波 それ以外
 自損 急病  転院

医師
搬送

資材
搬送

その他 水難  交通  労災  運動  一般  加害

出動件数

搬送人員

３　避難所等における救急活動については、緊急消防援助隊活動分、県外応援隊活動分、県内応援隊活動分、自己消防本部隊管内活動分のすべ
　てを合算して計上してください。

件数・人員／事故種別  合計

2

 火災

自然災害

 水難

１　避難所等とは、体育館、学校、公園等で、当該消防本部において「避難所」として認識しているものをいいます。（ホテル等は除く。）

出動件数

搬送人員

急病  転院
医師
搬送

資材
搬送

その他
地震 津波 それ以外

 交通  労災  運動  一般  加害  自損



③　不適正理由のその他記載用紙

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

⑤　その他記載用紙



（案） 都道府県用　様式１

1　救急出動件数及び搬送人員 都道府県：

0 件 0 人

0 件 0 人 ※ 部分は自動計算となっています。

0 件 0 人 本部 本部 　 本部 ※ 昨年の件数は救急企画室で入力いたします。

#DIV/0! #DIV/0!

２　事故種別出動件数(件）
1 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

地震 津波 それ以外

0

0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

#DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0!

３　事故種別搬送人員(人）

1 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 11＋14

地震 津波 それ以外

0 0

0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

#DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0!

４　出動件数増減の要因について(複数回答可）

　① 高齢の傷病者の増加 　 　①　一般市民への救急自動車の適正利用等の広報活動

　② 急病の傷病者の増加 　 　②　頻回利用者への個別指導と毅然たる対応

　③ 不適正利用者の増加 　 　③　緊急性のない利用者への代替措置情報の提供（民間事業者の活用） 　

　④　転院搬送業務への病院救急車の活用

　⑤　その他　※　その他記載用紙に記載してください。

　⑥　不明

　④　転院搬送の増加

　⑤　東日本大震災の影響により増加

　⑥　その他　※　その他記載用紙に記載してください。 　

　

　　　明らかに交通手段がないため要請する傷病者の増加

搬送人員

 転院 医師搬送 資材搬送

資材搬送

2
自然災害

 労災  運動  一般

自然災害
(その他） 運動  一般

 火災 合計

 自損  急病

　　　その他　※　その他記載用紙に記載してください。

　H23,1,1～H23,6,30

　H22,1,1～H22,6,30

増減

 合計  火災  水難  交通

2

　　　明らかに軽症であると思われる傷病者の増加　　

 労災

 水難  交通

0

#DIV/0!

その他 加害  自損  急病  転院 医師搬送

その他

出動件数全体が「増加」した要因と思われる項目 回答欄 出動件数全体が「減少」した要因と思われる項目

増減

回答欄

 加害

事故種別番号

期　　間

事故種別番号

　H23,1,1～H23,6,30

　H22,1,1～H22,6,30

期　　間

％

　⑦　不明

平成２３年上半期の救急出動件数等に関する調査　

期　　間 出動件数 出動件数全体が平成22年上半期と比較
して平成23年上半期の出動件数が増減

した消防本部数について　H23,1,1～H23,6,30

％

　H22,1,1～H22,6,30 増加 減少 増減無し

増減

％

※ 出場件数全体の増減に関し、考えられる要因について、回答欄に「○」を記入してください。  



（案） 都道府県用　様式２

1　救急出動件数及び搬送人員 都道府県：

県内応援隊活動 　H23,1,1～H23,6,30 0 件 0 人

県外応援隊活動（緊急消防援助隊以外） 　H23,1,1～H23,6,30 0 件 0 人 県内応援隊活動の有無： 　有　・　無

緊急消防援助隊活動分（　　　　　　県） 　H23,1,1～H23,6,30 0 件 0 人

緊急消防援助隊活動分（　　　　　　県） 　H23,1,1～H23,6,30 0 件 0 人 県外応援隊活動の有無： 　有　・　無

緊急消防援助隊活動分（　　　　　　県） 　H22,1,1～H22,6,30 0 件 0 人

緊急消防援助隊活動都道府県：

２　事故種別出動件数(件）
1 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

地震 津波 それ以外

県内応援隊活動 　H23,1,1～H23,6,30 0

県外応援隊活動（緊急消防援助隊以外） 　H23,1,1～H23,6,30 0

緊急消防援助隊活動分（　　　　　　県） 　H23,1,1～H23,6,30 0

緊急消防援助隊活動分（　　　　　　県） 　H23,1,1～H23,6,30 0

緊急消防援助隊活動分（　　　　　　県） 　H23,1,1～H23,6,30 0

３　事故種別搬送人員(人）

1 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

地震 津波 それ以外

県内応援隊活動 　H23,1,1～H23,6,30 0

県外応援隊活動（緊急消防援助隊以外） 　H23,1,1～H23,6,30 0

緊急消防援助隊活動分（　　　　　　県） 　H23,1,1～H23,6,30 0

緊急消防援助隊活動分（　　　　　　県） 　H23,1,1～H23,6,30 0

緊急消防援助隊活動分（　　　　　　県） 　H23,1,1～H23,6,30 0

※　この表の入力は応援側消防本部がデータ入力すること。

2

その他

事故種別番号 2

 労災  運動  一般  加害  自損  急病  転院 医師搬送 資材搬送

期間活動区分

事故種別番号

活動区分 期間  合計  火災
自然災害

 水難

平成２３年上半期の救急出動件数等に関する調査（県内応援隊・県外応援隊・緊急消防援助隊）

出動件数 搬送人員

 交通

活動区分 期間  合計  火災
自然災害

 水難  交通  労災  運動  一般 資材搬送 その他 加害  自損  急病  転院 医師搬送



（案） 都道府県用様式３

青森県、岩手県、宮城県、福島県、茨城県及び千葉県における救急活動調べ

※　3月11日の発災後から3月17日までの期間を調査対象とします。
■　事故種別別出動件数、搬送人員調べ

▽緊急消防援助隊活動分　　活動県（　　　　　県）
1 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

0

0

軽傷 0

中等症 0

重症 0

死亡 0

その他 0

上記のうち心肺停止症例（搬送のみ） 0

▽県内応援隊活動分（県内のうち自己消防本部管轄外の活動）
1 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

0

0

軽傷 0

中等症 0

重症 0

死亡 0

その他 0

上記のうち心肺停止症例（搬送のみ） 0

▽県外応援隊活動分（緊急消防援助隊活動以外の県外応援）　活動県（　　　　　県）
1 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

0

0

軽傷 0

中等症 0

重症 0

死亡 0

その他 0

上記のうち心肺停止症例（搬送のみ） 0

▽自己消防本部隊管内活動分
1 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

0

0

軽傷 0

中等症 0

重症 0

死亡 0

その他 0

上記のうち心肺停止症例（搬送のみ） 0

１　県内応援隊活動分、自己消防本部隊管内活動分については、計上可能な範囲での対応とします。
２　緊急消防援助隊活動分、県内応援隊活動分、県外応援隊活動分については、応援側で数値を入力するものとします。
３　自然災害の区分は、「地震」「津波」「それ以外」として計上してください。

都道府県名：

件数・人員／事故種別  合計

2

 火災

自然災害

 水難  交通  転院
医師
搬送

資材
搬送

その他
地震

 自損 急病

出動件数

搬送人員

それ以外
 労災  運動  一般津波  加害

件数・人員／事故種別  合計

2

 火災

自然災害

地震 津波 それ以外
その他 水難  交通  労災  運動  一般  加害  自損 急病  転院

医師
搬送

資材
搬送

出動件数

搬送人員

件数・人員／事故種別  合計

2

 火災

自然災害

地震 津波 それ以外
その他 水難  交通  労災  運動  一般  加害  自損 急病  転院

医師
搬送

資材
搬送

出動件数

搬送人員

件数・人員／事故種別  合計

2

 火災

自然災害

地震 津波 それ以外

医師
搬送

資材
搬送

その他 水難  交通  労災  運動  一般  加害

出動件数

搬送人員

 自損 急病  転院



（案） 都道府県様式４

避難所等における救急活動調べ

※　3月11日の発災後から6月10日までの期間を調査対象とする。

■　避難所関係出動件数、搬送人員調べ　3月11日発災後から3月17日まで（1週間）
1 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

0

0

軽傷 0

中等症 0

重症 0

死亡 0

その他 0

上記のうち心肺停止症例（搬送のみ） 0

■　避難所関係出動件数、搬送人員調べ　3月18日から4月10日まで（1か月間）
1 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

0

0

軽傷 0

中等症 0

重症 0

死亡 0

その他 0

上記のうち心肺停止症例（搬送のみ） 0

■　避難所関係出動件数、搬送人員調べ　4月11日から5月10日まで（1か月間）
1 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

0

0

軽傷 0

中等症 0

重症 0

死亡 0

その他 0

上記のうち心肺停止症例（搬送のみ） 0

■　避難所関係出動件数、搬送人員調べ　5月11日から6月10日まで（1ヵ月間）
1 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

0

0

軽傷 0

中等症 0

重症 0

死亡 0

その他 0

２　自然災害の区分は、「地震」「津波」「それ以外」として計上してください。

3月11日の発災後から6月10日までの3か月間総数
1 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

軽傷 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

中等症 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

重症 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

死亡 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

その他 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

上記のうち心肺停止症例（搬送のみ） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

都道府県名：

件数・人員／事故種別  合計

2

 火災

自然災害

 水難 急病  転院
医師
搬送

資材
搬送

その他地震 津波 それ以外
 交通  労災  運動  一般  加害  自損

出動件数

搬送人員

件数・人員／事故種別  合計

2

 火災

自然災害

地震 津波 それ以外
 自損 急病  転院

医師
搬送

資材
搬送

その他 水難  交通  労災  運動  一般  加害

出動件数

搬送人員

件数・人員／事故種別  合計

2

 火災

自然災害

地震 津波 それ以外
 自損 急病  転院

医師
搬送

資材
搬送

その他 水難  交通  労災  運動  一般  加害

出動件数

搬送人員

件数・人員／事故種別  合計

2

 火災

自然災害

地震 津波 それ以外
 自損 急病  転院

医師
搬送

資材
搬送

その他 水難  交通  労災  運動  一般  加害

出動件数

搬送人員

１　避難所等とは、体育館、学校、公園等で、当該消防本部において「避難所」として認識しているものをいいます。（ホテル等は除く。）

３　避難所等における救急活動については、緊急消防援助隊活動分、県外応援隊活動分、県内応援隊活動分、自己消防本部隊管内活動分のすべ
　てを合算して計上してください。

件数・人員／事故種別  合計

2

 火災

自然災害

 水難

出動件数

搬送人員

急病  転院
医師
搬送

資材
搬送

その他地震 津波 それ以外
 交通  労災  運動  一般  加害  自損



 
 

被災地消防本部に対する実態調査 調査項目（案） 

 

１ 救急搬送体制について 

 

 ○病院選定の状況 

○通信手段の有無 

○関係機関での情報の共有の方法・状況 

 
２ 被災地における救急活動について 

 
 ○救急活動はどのように行われたのか 
  ・地元消防本部と緊急消防援助隊の連携 
  ・津波時の救急体制 
  ・停電時の救急体制 
 ○救急資器材について 
  ・必要な資器材、不足した資器材、有効な資器材等 

 
３ 救急救命士への特定行為指示関係について 

  
○被災地域でどのくらい特定行為が実施されたか（事務連絡発出前、発出後） 
○医師の指示を受けるにあたって不具合が生じた事例はなかったか 
○医師の具体的な指示がないため、特定行為を実施できなかった事例があっ

たか（事務連絡発出前） 

 ○どのくらい医師の具体的な指示のない特定行為が実施されたか（事務連絡

発出前、発出後） 

 ○医師の具体的な指示なく特定行為を実施したことにより、問題が生じた事

例の有無、（ある場合）その内容 

 

別紙２ 
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